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Ｌ型側溝の肩（コーピン）の寸法は，隣接するＬ型側溝にあわせること。

道路がセットバックする場合は，後退ラインに位置をあわせて，Ｌ型側溝の肩の寸法を計画寸法にあわせること。

公共桝のインバートは，ストレートとし，曲がりを使用しないこと。

複数の管が公共桝上で会合する構造としないこと。

φ２００の立ち上がりには，硫化水素防止のため内蓋をつけること。

内径200×深さ850から2000まで
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ST150-200(日本下水道協会規格品)

小型公共ますφ200(Ｌ型)　標準構造図

鍵穴

分流地区のみ汚水・雨水

内蓋

φ200

公共ますの受け口に差し込みインクリーザーを使用しないこと。
陶管-塩ビ管変換継手は使用しないこと。
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小型公共ますφ200(歩道・Ｌ型のない車道・民地)標準構造図

防護ふた「小型公共ます用防護ふた200」

取付管下流

民地側

ごうりゅう・おすい・うすい

調布市章

鍵穴

取付管上流

別紙構造図「小型公共ます用防護ふた」を参照

車道幅員5.5m未満:T-14　車道幅員5.5m以上:T-25を使用すること。

平　面　図断　面　図
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φ２００の立ち上がりには，硫化水素防止のため内蓋をつけること。

差し込みインクリーザーを使用しないこと。

複数の管が公共桝上で会合する構造としないこと。

公共桝のインバートは，ストレートとし，曲がりを使用しないこと。

内径200×深さ850から2000まで
取付管　φ150VU

陶管-塩ビ管変換継手は使用しないこと。
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Ｌ型側溝の肩（コーピン）の寸法は，隣接するＬ型側溝にあわせること。

道路がセットバックする場合は，後退ラインに位置をあわせて，Ｌ型側溝の肩の寸法を計画寸法にあわせること。

内径300×深さ850から2000まで

塩化ビニル管VU300
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公共桝のインバートは，ストレートとし，曲がりを使用しないこと。

複数の管が公共桝上で会合する構造としないこと。

φ300の立ち上がりには，硫化水素防止のため内蓋をつけること。

小型公共ますφ300(Ｌ型)　標準構造図

分流地区のみ汚水・雨水

鍵穴内蓋

φ300

調布市章

取付管　φ200VU～300VU

公共ますの受け口に差し込みインクリーザーを使用しないこと。

陶管-塩ビ管変換継手は使用しないこと。
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小型公共ますφ300(歩道・Ｌ型のない車道・民地)標準構造図

内径300×深さ850から2000まで

取付管下流

民地側

別紙「小型グラウンドマンホール300」を参照
車道幅員5.5m未満:T-14　車道幅員5.5m以上:T-25を使用すること。

ごうりゅう・おすい・うすい

調布市章

鍵穴

取付管上流
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防護ふた「小型グラウンドマンホール300」
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取付管　φ200VU～300VU

φ300

差し込みインクリーザーを使用しないこと。

φ３００の立ち上がりには，硫化水素防止のため内蓋をつけること。

複数の管が公共桝上で会合する構造としないこと。

公共桝のインバートは，ストレートとし，曲がりを使用しないこと。

陶管-塩ビ管変換継手は使用しないこと。
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小型公共ますφ200(歩道の一般部・民地)標準構造図
※標準的な公共桝が物理上設置できない場合のみ協議のうえ適用

取付管　φ150VU
内径200×深さ850から2000まで

ワンタッチふたφ200

φ200

塩化ビニル管200
※蓋は，別紙構造図「ワンタッチふたφ200」を参照

ワンタッチふたφ200

差し込みインクリーザーを使用しないこと。

φ２００の立ち上がりには，硫化水素防止のため内蓋をつけること。

複数の管が公共桝上で会合する構造としないこと。

公共桝のインバートは，ストレートとし，曲がりを使用しないこと。

陶管-塩ビ管変換継手は使用しないこと。
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150自在曲菅(日本下水道協会規格品)

DR150-200(日本下水道協会規格品)
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取付管下流
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鍵穴

取付管上流

別紙構造図「小型公共ます用防護ふた」を参照

車道幅員5.5m未満:T-14　車道幅員5.5m以上:T-25を使用すること。
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防護ふた「小型公共ます用防護ふた200」
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複数の管が公共桝上で会合する構造としないこと。
取付管は，自在曲菅を使用し(１回のみ)本管との角度調整をすること。

φ２００の立ち上がりには，硫化水素防止のため内蓋をつけること。
公共ますの受け口に差し込みインクリーザーを使用しないこと。

小型公共ますφ200(歩道・Ｌ型のない車道・民地)　縦型　標準構造図
内径200×深さ850から2000まで
取付管　φ150VU

断　面　図

※標準的な公共桝が物理上設置できない場合のみ協議のうえ適用

陶管-塩ビ管変換継手は使用しないこと。
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φ200
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150自在曲菅(日本下水道協会規格品)

DR150-200(日本下水道協会規格品)

小型公共ますφ200(Ｌ型)　縦型　標準構造図

本管
複数の管が公共桝上で会合する構造としないこと。

肩の寸法を計画寸法にあわせること。
道路がセットバックする場合は，後退ラインに位置をあわせて，Ｌ型側溝の

取付管は，自在曲菅を使用し(１回のみ)本管との角度調整をすること。

φ２００の立ち上がりには，硫化水素防止のため内蓋をつけること。
公共ますの受け口に差し込みインクリーザーを使用しないこと。

Ｌ型側溝の肩（コーピン）の寸法は，隣接するＬ型側溝にあわせること。

内径200×深さ850から2000まで
取付管　φ150VU

※標準的な公共桝が物理上設置できない場合のみ協議のうえ適用

陶管-塩ビ管変換継手は使用しないこと。
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陶管取付管（既設）

変換継手使用不可
塩ビ管

小口径公共ます

陶管-塩ビ管変換継手は使用不可

本管






